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 エベロリムス(EVE)は抗がん薬及び移植時の免疫抑制薬として用いられている。細胞内 FK506 結合タンパク
質12(FKBP12)と複合体を形成したEVEは、ホスファチジルイノシトール3-キナーゼ(PI3K)/Akt経路の下流に
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 主 論 文 要 旨 No.2 














ーゼ(PFK)-M の mRNA(Pfkm)の発現の低下が影響を及ぼしている可能性が示された。また、Pyruvate から
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 主 論 文 要 旨 No.3 
   
ペントースリン酸経路(PPP)で測定したグルコース関連代謝物は、いずれも EVE 曝露により低値を示し、ホ
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